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1979年度春季研究発表会

1979年度春季研究発表会が 3 月 14 日(水) 15 日， 16 日(見学会)北

九州市新日鉄中尾教育センターで行なわれました.この大会は，九州大

学工学部須永照雄教授を実行委員長とする計 18名の実行委員によって準

備されました.以下その報告をいたします.

概括 今回の特別テーマは，産業界からの積極的な発去

を期待して経符と ORJ を取り上げてみました. ま

た発表件数は，特別講演 3 件，研究部会報告 4 件，一般

研究発表80件，ペーパー・フェア 9 件で計96件の発表が

ありました.出席者は正会員 135名，学生会員 26名，賛

助会員 17名，非会員 14名，計 192名でした.

第 l 日目は，発表会場が遠隔地であり，悪天候も重な

り出足が慈し会員の半数が昼から出席する状況となっ

た.ただプログラムの編成上，午前の時間千g;は特別講演

であったために，地元企業の一般聴講者があり，一応の

体裁は整えることができた.また初の試みとして，全員

ヵ:一堂に会し 2 日間の盛況を期すために開会式のセレ

モニーをは頭に設けてみたが，学会会長よりメッセージ

をいただくことができた.

特別講演 第 l 日目は，西日本新聞社益田憲吉氏により

|時局講演一九州地域の政治・経済について J の講演を

いただき，非常に魅力あふれる話法により聴衆を引きつ

けーていた.引き続き正会員であられる広島大学岩本誠一

氏により「制御過程・配分過程の逆理論」の講演があっ

たが，当発表は第 6 巨10R学会文献賞を記念して企画さ

れたものであり，格調高いものであった.

第 2 日目は医学界よりの発表で，産業医科大学学長士

屋健三郎氏により「産業医学の最近の動向について J 講

演を受け，とくにOR との協力に触れられたことが，記

憶に残った.

研究発表 4 会場にわかれて発表を行なし、， A会場は今

大会の特別テーマである「経営と ORJ 関係を集め B

会場:信頼性， c会場:数理計画， D会場:統計・情報

理論と一応体系的に区分した.各部屋とも座長各位の司

会よろしきを得て，手際よく進行したもょうである.

ペーパー・フェア 第!日目の 16時30分より 1 時間の予

定で 9 件が鋭行的に発表されたが夜店(J"J I 雰囲気を

出すために，同一会場にセットして行なった 各発表と

もオーバーヘッド，スライド等の発表器具を利用したた
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めに，電力オーパーをきたし，ブレーカーがとぶという

異常事態が起こったのは主催者側の手落ちであり，当紙

面を借りお詫びいたします.ただ内容は非常に充実して

おり，制限時聞を過ぎてもがLを離れず，議論が行なわれ

ていたのが深く印象に残っている.

懇親会 第 l 日目の 18時より，北九州市の公共施設であ

る勤労者会館で懇親会を催したが， 70名を越す参加者が

あり非常に活況を呈しまた参加者の顔ぶれも従来のイ

メージと異なり，若い人が非常に多かった.

見学会 16 日に貸切パスを利用して， I 八 J原地熱発電

所と観光中北九州J の内容で見学会を催したが，定員一

杯の参加者を得た.当日は天候にも恵まれ，まったくス

ケジューノレ通りの行動であったと報告を受けている.

反省と謝辞参加者が予定よりやや少なかったことが非

常に残念であった.また若干の苦言を呈するならば，参

加者の中に途中入場，途中退場者が目立ったが，白分の

発表を聞いてもらし、たし、ならば，また相手の発去を聞い

てやるとし、う精神が必要ではなかろうか? 企業人の感

覚からして途中入場，退場は理解し難し\

最後に，皆様のご協力によりまして無事大会が終 f し

得ましたことに対して，厚く感謝の意を表わします.

(九州支部池上勝英)

春季大会参加の記

企業経営のOR活動に関わる l 人として，特別テーマ

「経営と ORJ での春季大会は新時代における ORを模

索するうえで、有意義なものであった.筆者は[特別テー

マ」を中心に発表を聞いたが， 全般的な印象から言え

ば，発表内容に比べ時間が短いためか，やや一方通行的

であったことは残念であった.しかし周到に準備され

たスライド， ビューグラブの l 枚枚に発表者の属す

る組織の風土なり，個性が感じられ，アブストラクトだ
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けではわからない舞台裏を垣間見た気がした.

以下， 個別的に述べると， r経営分析の手法としての

行列簿記に関する一考察」は筆者自身以前から興味をい

だいていた「マトリックス・アカウンティングj の問題

であり，また最近では戦略的な観点から脚光を浴びてき

た手法だけに，初めて学会の場て報告されたことに敬意

を表したい.

「大学モデノレの展開J は一見企業とは無関係なように

思われるが，財政収支の問題は本質的に企業経営におけ

る重要課題であるので，システム・ダイナミックスによ

るアプロ{チから大いに示唆をうけた.

「中高年問題についてのシステム的アプローチj につ

いては，実際の企業からの報告であることと，高齢化社

会への対応がせまられつつある現状からその発表が期待

された.とか< ，人の問題は情に流されがちであるが，

個人，企業，国家の 3 レベルについて問題を識別し

つの体系的アプローチを試み，その帰着するところを各

個人の人生観と満足度であると結論つ@けている点が新し

い時代の実践的ORの一事例であろうか?!

「量産品における地域別販売力の推定方式」は筆者も

自動車用ガソリンの地域別需要予測の作業を経験したこ

とがあるので， PPM的な発想、にたつと忠、われる地域別

市場占有力，販売成長力の合成図は参考となった.次回

は今回ふれられなかった最も難しいケースについてその

推定方式をぜひお聞かせ願いたい.

「電力の地域経済と国民生活に対する寄与効果分析」

は地域における社会的責任を産業連関モテソレにより解明

しようとして取り組まれた実践型ORであることに共鳴

した.地域対策はどの企業でも重要な課題であるが，難

点、は企業と地滅の論理のくいちがし、であり，このような

面へも新しいORアプローチを期待したい.

ペーパー・フェアでは「経営に役立つORJ と題して，

伯野氏がこれまで長年にわたり蓄積されてきた「奥義J

を参加者に伝授する形となった.ここにいう「経営に役

立つORJ とは決してORをふりかざしたものでなく，

相手の立場で誠実に問題解決に取り組む姿勢を指し，氏

はこれを上考方(上手な考え方)と名づけている.この

「上考方j に対し大いに感銘をうけると同時に反省をせ

まられた次第です.

これまで思いつくままに述べてきたが，結局，小林会

長のメッセージにある「新しい時代における OR とは

Fact Finding を基本に研究者と実際家の交流をはかり，

新しい問題に対して，新しい近接法を積極的に開発す

る』ことに求められよう.そして今回の発表会がこの命

題にどこまで答えられたか，参加者全員が考えてみる 1

つの貴重な機会で、あったように思う.

1979 年 5 月号

最後になりましたが，春季大会の準備，運営に尽力さ

れた大会関係者に対し深甚なる感謝の意を表しつつ，参

加の記といたします芝野誠一東亜燃料工業)

大会ルポ

浦谷氏(東工大)の発表は「省エネルギーと日本のエ

ネルギー需要J と題し，西暦2000年以後までに及ぶ長期

のエネルギー問題を研究されたものである.氏は「この

ような分析は経済的なモデルによるアプローチでは不十

分であり，工学的なアプローチが必要である J と述べら

れ，エネルギーに関する ORの重要性を間接的に指摘さ

れた.産業連関分析を用いられたために，純工学的な分

析ではないのではないかという意見が出た.

続いてC会場に向かい，中沢喜久雄氏(鹿島建設)の

「廃棄物処理のための輸送計画における立地決定問題に

ついてJ を聴く.反町洋一氏の立地決定問題の解法を，

廃棄物の処理センターの配置に適用したもので，宮城県

を対象とした実践的な研究である.その内容のおもしろ

さもさることながら，きれいな色彩のOHPネガには，

聴衆からも驚きの声が上がったほどで，次回の研究発表

会では氏の技法を取り入れた美しい発表がし、くつも見ら

れるのではなし、かと思った.

すぐにA会場にもどり，桑原兵二郎氏(近畿大学)の

グループによる「市街地の統計的分析J と題された一連

の研究発表を聴いた.市街地の要素コード聞の距離を非

常にユニークな形で定義し，それにもとづいて都市の商

店街を分類しようという研究である.実際の都市を対象

とした実証的研究も行なわれているので，机の上だけに

とどまらない研究として大いに興味をもった.私は，昨

秋の研究発表会をサボッたために，この一連の研究の初

めの部分を聴いておらず，理解が不十分な点ヵ:かなりあ

ったので，これからは研究発表会は必ず聴くようにしよ

うと反省した.

ペーパー・フェアでは聴きたいものがし、くつかあった

ので，あっちこっちうろちよろしようと思っていたが，は

じめにすわった河崎俊二氏(神戸商大)の兵庫県の人口

移動を対象とした発表が興味深く，結局最後まで聴くと

いうことになった.発表では，神戸市が社会減の状態に

なっているという注目すべき現実をはじめ，実データに

もとづくさまざまな分析について述べられた.また既存

のマクロモデノレを用いても昭和45年以降の急激な変化を

説明できるということを，実績値と推定値が非常によく

合っている時系列のグラフによって主張された.まだ研

究中途における発表であったため，はっきりした結論は
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出ていないようであったが，地域を研究するわれわれに

とっては，大いに参考になった.

り緑も多く，東京のゴミゴミした中にいつもいるわれわ

れの目には，とても美しいIHJ であるように見えたことの

2 つの点が印象深かった.2 日目，地域のORに携わる者としては，都市を見で

あるくのも重要な仕事であるなどと勝手に決めて，仲間

とともに北九州市内を歩き回った.若戸大橋を歩いて渡

ったり，関門橋まで市内電車で行ったりして，北九州の

各区に一応足を踏み入れた.来るまでに抱いていた北九

州のイメージが実物とずいぶん違うのに驚いた.とくに

市街地が立体的であること，海と山と町並みが一体とな

発表会を振り返ってみると，エネルギー問題，施設の

最適配置，市街地の分類，人口の動きといったまったく

異なっていると思われる分野の問題が， OR学会の中で

はとくに違和感もなく納まっているという点が印象に残

る.

(中村県三菱総研今)

メz王』メ口ミ昔[.1寸U泌73Kt 
日) 昭稿154年度予算案 秋山一犬 (有)公文数学研究所

6) 昭和54年度役員候補者 池上 勲北海道庁

( )内は出席者数 3. ソェロー推薦について 甲斐荘若手生 側三井1:銀行

主査会議 3 JJ 19 日(火) (11) 4. 秋季研究発表会の実行委員並に 熊罪事 昭良 東京大学医科学研究所

研究普及委員会 3 月 19 日(火) (9) 特別テーマ 国原千津子側目立製作所

会員増強タスクフォース 5. 入退会 添回定男明友商事制

3 月 23 日(金) (4) 6. 4 学会連絡会の報告 高橋敬二日機装紛

庶務幹事会 3 月 26 日(月) (6) 
入退会

東 英明 オリンパス光学工業側

評議員会 4 月 4 日(水) (18) 藤原信一胸ユサ・コンピュータ

第 7 回理事会 4 月 4 日(水) (15) 53年度退会者(正会員) 程野 真戸田建設側

編集委員会 4 月 13 日(金) (10) 青木敬行 ;{'i井正純一i保半;夫 武藤滋夫東京工業大学

会員増強タスクソォース 'ード山武彦大OJ;秀之 大凶輿平治 m<!iJ 併うた 東北金属工業側

4 月 19 日(本) (3) 岡崎正彦大瀧厚北林琢~ )11合崩一住友ケミカル

第 7 園理事会議題
小泉隆挙斉藤雅紘篠原正明 エンジニアリング制

4 月 4 日 鈴木敏行高木俊一豊島文様 ;点数 fi~.H 北海道大学

第 6 回理事会議事録の添訟 中川道駅星野哲三矢野真和 出~] 裕康東亜合成化学工業側

2. 昭和54年度総会議案について 71j凶裕尾崎正応岡崎美晴 古川 正本;地川工業高専

1) 昭和53年度事業報f九一 神尾孝:加藤降償問fLー (学生会員)

2) 昭和53年度決算報告 (僕WJ会員) 峰村康夫 tt山学院大学

3) 院査報告 オリエント・データ紛 山岸国夫神戸大学

4) 昭和54年度事業計幽案 入会 (54年度より) (正会員) 熊谷紀男慶応義塾大学

編集後言r.T貴重な提案や研究成果も，他人に正しく伝わ

らなければ何の役にも立ちません.プレゼンテーション

の重要性は宵本市朗氏(本誌 2 月号， トップの視点)が

指摘されてし、る通りです.社内での情報の伝達や研究発

夫会の際に本特集号が少しでもお役に立てば卒いです.

V もっとも，図表作製費は本誌のコストの中で、非常にー人

きなウェイトを占めますので，木語、への御寄稿の際はで

きるだけ少ない図表を効果的に使っていただけるとあり

がたいというのが編集 fの本青ですが (R)

JlI(I，-ilil~l/'予す 昭和54年 5 月号第24巻 (新シリーズ第 4 巻) 5 号 通巻 221~j

fに炎者 小林宏治
70 fj 所 社団法人 日本オヘレーションス・リサトチγ17

東京都文京区弥生 2 -4 -16 学会七ンタービノL

(電話 03-815-33ラ 1~2) <w 113 

編集人 奥野忠-
)Q -/1じ所 株式会主1: 日利技連lli\J阪ネj

本誌のご注文は直接 東京都渋谷|示.千駄ヶ谷チー-4 -2 W 151 
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